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● 食物栄養学科子ども子育て支援活動「食育講座」
の目的

　広島文化学園短期大学食物栄養学科についての
理解を深めていただくとともに、地域の子どもや
保護者に、食の大切さや楽しみを伝え、正しい食
習慣や食生活を実践できるよう支援することを目
的とする。この活動を通して、学生にとっては栄
養士としての実践力を身につけることを目指す。
●食育講座の実施
1 ） 参加者　地域の子育て中の方 9 名（事前予約）
2 ）日時　平成25年12月 4日（水）10：50～12：20
3 ）場所　調理実習室Ⅰ、試食室
4 ） 実施者　授業「栄養指導特論Ⅱ」 1 年次後期

受講生　専攻科栄養専攻 1 年生 3 名
　　指導責任者　食物栄養学科　江坂美佐子
5 ） 内容　調理実習「家庭で作りたいクリスマス

メニュー」交流会（試食を含む）
　調理実演では、資料（A4　 3 枚　資料参照）
に沿って、各担当料理のポイントを実演し（写真
1 ， 2 ）、その後、 3 グループに分かれ参加者に
よる実習を行った。料理完成後、試食を兼ねた交
流会を行った（写真 3 ）。
　メニュー：カナッペ、骨付き鶏肉のから揚げ、
きのこスープのパイ包み、ツリーポテト（写真 4 ）
6 ）託児　ぶんぶんひろばにて10名。ひろばスタッ
フと、保育学科 2 年生11名が託児ボランティアと
して活躍した。

「ぶんぶんひろば」における授業の実践
「食育講座」

（短期大学 食物栄養学科）

●まとめ
1）実施後のアンケート結果より
　 7 名の参加者からアンケートの回答があった。
講座に参加した動機は、「実施内容に興味があっ
た」4 名、「友人や支援センター職員に勧められた」
が 3 名であった。講座内容については全員が「よ
かった」と答えた。感想では、「クリスマスらし
いメニューで自分では思いつかないけど、家でも
作れそうなメニューだったので、是非作ってみた
いと思います。ありがとうございました。クリス
マスの時の献立に悩まなくても済みそうです」「普
段は早さ重視のメニューばかりですが、今日改め

写真 1　学生による調理デモ

写真 2　学生による調理デモ

写真 3　交流会（試食）

写真 4　完成したメニュー
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て基本的な料理知識…じゃがいものあく抜き、ゆ
で方など、初心に返って学ぶことができたし、盛
り付けする楽しさを実感しました。ぜひクリスマ
スメニューに取り入れさせて頂きます。」「料理の
コツをいろいろと教えていただく事ができまし
た、ちょっとしたコツがありがたいです。学生さ
んとお話しできたもの新鮮で楽しかったです。」
さらに「託児つきの講座が受けられるのはとても
ありがたかったです。子どももお姉さんたちと遊
べて楽しかったようです。次回もぜひ参加したい
です。料理は簡単だったので家でも作りたいと思
います。」などであった。今後希望する講座（テー
マなど）は、「祝い事（誕生日など）、季節の行事

（ひな祭り、お花見シーズンのお弁当、七夕など）
などの簡単にできるもの」が 5 名、「子どもの苦
手な葉野菜を使った料理」「野菜嫌いな子が食べ
てくれそうな食事やお菓子」、「簡単で豪華、かわ
いく見えるお料理」などであった。
　以上のことから、参加者にとって満足の得られ
る講座だったことがうかがえる。同時に、今後実
施する際の希望内容の情報収集もできた。
2 ）実施学生の感想
　私自身は学校で習う以外の料理教室というもの
に行ったことがありませんでしたが、今回料理教
室を体験したことで雰囲気を知ることができまし
た。人に理解してもらえるように説明することが
難しかったです。私が担当したきのこスープは、
お母さん方と話しながらスムーズに進行できまし
た。（学生A）
　担当に決まった骨つき鶏肉のから揚げの中で、
チューリップに変形する作業を時間内で行う方法

を、試作のときから試行錯誤していましたが、先
生から包丁をはさみに変えることを提案してもら
い、当日その方法で調理方法を伝えることができ
ました。私は人見知りで初対面の参加者と話すこ
とがうまくできなくて残念でした。料理はうまく
出来上がって成功して良かったです。良い経験に
なったので、また機会があればやりたいです。そ
の時は、今回よりもコミュニケーションができる
ように努力していきたいと思います。（学生B）
3 ）今後に向けての課題
　地域連携と学生の実践力向上を目的に実施し
た。講座の計画と実施については教員指導の下、
学生主体に行った。調理実習を伴う講座の実施は
学生にとっても初めてであり、時間配分などに苦
労した。調理過程において、肉を揚げることに時
間がかかっていたので、途中で鍋を増やすなどの
対応をすれば時間短縮になったのではないか、な
ど反省点もあったが、実践を重ねていくことでそ
の場に応じた臨機応変の対応ができるようになっ
ていきたい。
　今回、学生が既存の理論や技術をもとに、目的
を達成するために自主的に学習を重ね、栄養士と
しての自覚を持ち準備を進めたことは、一定の効
果が得られたと考える。参加者からも「数か月に
1 回でもやっていただけるととてもうれしい。次
もぜひ参加したいです」など続編を希望する声が
聞かれた。授業の関係上、H25年度はこの 1 回と
なったが、後輩に引き継ぎ、参加者に喜ばれる実
践活動を継続していきたい。

（文責：食物栄養学科　江坂美佐子）
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